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度等により医療機関から報告された情報等を活

用し、二次医療圏等ごとに、各医療機能の必要

量（2025年時点）等をふまえ地域の医療提供体

制の将来の目指すべき姿を示す。平成26年度

は、構想（ビジョン）の策定のためのガイドラ

インを策定するため、国は医療関係者の参画を

得て「地域医療ビジョンガイドラインの検討

会」を設置し、現在までに検討会が５回開催さ

れている。

○医療機関による自主的な取組みと医療機関相互

の協議等による機能分化・連携の推進を図る。

１．５歳児健診マニュアルの検討に向けて

【小委員会での今までの検討内容】

　５歳児健診は脳神経小児科医が中心で行ってい

るが、将来的には小児科医も参加しやすいように

したい。また、昨年度、県子ども発達支援課が行

ったアンケートでは、マニュアルの改訂について

は現行どおりで良いという意見が健診医、市町村

とも多かった一方で、健診会場での拘束時間の長

さ、特に、家族への説明に時間がかかっていると

いう課題が挙げられている。

　今回は、５歳児健診の意義、診察所見項目の見

直しを行うかどうか、また、問診に発達障がいを

念頭にいれた項目も入れ込むかについて検討を行

った。

　協議の結果は以下のとおりである。

・健診の場においては、気になる子の親を説得す

ることが大事ではなく、親が気になることがあ

った時に相談する機関や窓口を情報提供するこ

とが大事である。

・５歳児健診に鳥取市、松江市等で利用している

生活習慣チェックと行動評価を行うSDQ（25

項目）を使う。SDQの高い子は、対人関係、

行動面での困り感のある子として拾い上げるこ

とに使っており、その後の指導に繋げることが

できる。

・小枝委員に発達障がいが疑われる子どもに対し

て、家庭での指導ポイント（対人スキル、こと

ば、多動、こだわり、不注意）をまとめたリー

フレットを作成していただくこととなった。

・診察項目のうち、物の用途、比較概念、じゃん

けん勝負、しりとり遊び、読字については、保

健師でもチェック可能である。会話、動作模

倣、バランス、閉眼については健診医が診る。

5歳児健診マニュアル改訂に向けて
平成26年度第２回母子保健対策小委員会

■　日　時　　平成26年12月19日（金）　午後４時40分～午後６時20分

■　場　所　　鳥取大学医学部附属病院　第二中央診療棟１階　脳神経小児科外来

■　出席者　　10人

岩佐・大野・笠木・小枝・酒嶋・前垣・山口各委員

県子育て応援課：朝倉係長

子ども発達支援課：田中係長

健対協事務局：岩垣係長

協議事項
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・「５歳児健康診査票」に身長、体重、頭囲の項

目も入れる。

・今年度作成する鳥取県乳幼児検診マニュアル

（健診医用）からは、５歳児健診は外すことと

し、５歳児健診マニュアルは別冊で平成27年度

に作成する。

・５歳児健診マニュアルのたたき台は小枝委員に

一任し、たたき台をもとに、平成27年度の小委

員会で検討を行うこととなった。

・SDQについては、鳥取市が作成しているチェ

ック表を例として参考とする。

２．乳幼児健康診査マニュアル（健診医用）の検

討（最終確認）について

　「鳥取県乳幼児健康診査マニュアル」について

は、３年前より小委員会において協議を重ね、概

要版とスタッフ用を作成し、関係者に配布してい

る。平成26年度は、健診医用の【本体】の検討を

行い、この度、最終版が示された。

　協議の結果、主な改正点は以下のとおりである。

・58～59頁の３歳児健診の身体所見の頭部大泉門

膨隆や陥凹と股関節の開排の状態、左右差は削

除。

・５歳児健診は削除（別冊で発行予定）。

・マニュアル一覧を最終ページに追加。

・母子保健対策専門委員会名簿を追加。

　小委員会委員にメール配信で、追加、削除等が

あれば、１月末までに事務局に連絡していただく

ようお願いすることとなった。そして、２／12開

催の「鳥取県母子保健対策協議会並びに母子保健

対策専門委員会」で承認を得ることとする。

　また、歯科健康診査の部は鳥取県歯科医師会に

おいて見直しが行われ、この度、歯科健康診査の

部（スタッフ用）の改正案が示された。協議の結

果、改正案とおり承認され、別冊として印刷する

こととなった。

　１歳６か月、３歳児健康診査票に歯に関する問

診項目の追加修正と歯科診察の項目も追加修正が

示され、改正案とおり承認された。

　なお、歯科診察の各項目のその他が詳細に記載

することとなっているので、これに合わせて、市

町村で集計も行うのかどうか、鳥取県歯科医師会

に問い合わせることとなった。

　小枝委員より、厚生労働省研究班においては、

乳幼児健康診査マニュアル標準版の作成に取り組

んでいる。標準版が発表されたら、鳥取県におい

てもそれを参考に、見直しの検討が必要となって

くると思われると話があった。

３．その他

○子育て応援課の朝倉係長より、以下の２点につ

いて説明があった。

ア．平成26年11月12日付けで厚生労働省より、

都道府県宛に「健やか親子21（第２次）」

の指標及び目標の決定並びに今後の調査方

法についての事務連絡通知があった。

　今般、３・４か月、１歳６か月、３歳児

の乳幼児健康診査での必須問診項目として

新たに15指標が設定された。市町村は平成

27年度より毎年度データ集計を行い、都道

府県を通じて国に報告することとなった。

現在、市町村で準備中である。

　両親の喫煙率、妊婦の飲酒率、保護者の

育児に関する意識調査等の項目が新たに追

加となっている。健診項目が増えること

で、健診医にもご負担をかけることとなる

が、ご協力願いたい。

イ．「鳥取県乳幼児健康診査マニュアル（健診

医用）」が今年度中に改訂される。今回の

改訂は、将来小児科医数の減少も考慮し、

小児に慣れていない他科の医師やスタッフ

も想定し、できるだけ簡潔平易に記されて

いる。

　よって、県においては、本マニュアルを

熟知し、乳幼児健診に従事する人材を育成
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　第45回日本消化器がん検診学会中国四国地方

会・中国四国地方胃集検の会が平成26年12月13

日、14日の２日間にわたり徳島県徳島市において

開催された。12日朝、学会長のご挨拶から始ま

り、まず、教育講演、一般演題があり、午後より

特別講演、シンポジウムなど活発な討論が行われ

た。

　教育講演は、徳島大学大学院　消化器内科学の

谷口達哉先生による「超音波検診と肝腫瘍診断」

で、特別講演１は、国立がん研究センター中央病

院　内視鏡科　角川康夫先生による「大腸カプセ

ル内視鏡の現状と今後の展望」であり、ランチョ

ンセミナーでは「メタボロミクスによるがんバイ

オマーカー探索」と題して、神戸大学大学院　病

因病態解析学　吉田優先生による講演であった。

　一般演題（１、２、３）は計19演題あり、座長

はとくしま未来健康づくり機構の青木利佳先生、

山口大学放射線科の清水建策先生と、私の３人で

させて頂いた。

　鳥取県では、鳥取県保健事業団の三宅二郎技師

が「胃がん検診デジタル化に伴う検診成績の比較

検討─平成23年度と24年度の最終確定調査結果よ

り─」を発表された。私は「米子市の胃がん施設

検診の現状と問題点～第15報～」の中で、米子市

の胃がん検診においては内視鏡検診が年々増加

し、87.3％となり主流となっていること、撮影と

読影側の精度にも触れ、今後、更なる精度向上を

図り、内視鏡検診を含めた検診システムの構築が

重要であることを報告した。

　最近、一般演題でも、検診受診者のピロリ菌感

染、その除菌についての演題が増えてきている。

しかしながら、胃がん検診にリスク評価の組み入

れ方法、さらには検診後の除菌対象者や除菌判定

の問題、follow	upの問題、及び受診者の理解や

意識の問題、そして、有効性の評価は？など、ま

胃がん・大腸がんにおける消化器がん検診の
さらなる質の向上を目指して(シンポジウム)

第45回日本消化器がん検診学会中国四国地方会・第45回中国四国地方胃集検の会
鳥取県健康対策協議会胃がん対策専門委員会委員長　　謝　花　典　子

■　日　時　　平成26年12月13日（土）～14日（日）

■　会　場　　徳島大学大塚講堂　徳島市蔵本町

■　会　長　　徳島大学医学部消化器内科　高山哲治先生

するとともに、乳幼児健診体制の整備を図

ることを目的に、平成27年度事業として、

「乳幼児健康診査マニュアル講習会」を３

回開催するよう予算要求中である。

　実施方法としては、鳥取県健康対策協議

会に委託する予定である。講習会には、内

科、保健師にも参加していただくよう、医

師会を通じて周知していただきたいという

話があった。

　また、引き続き、「鳥取県乳幼児健康診

査マニュアル」の見直しを行う小委員会の

経費も計上している。

○中部地区の松田　隆先生が小学校の学校健診

で、子どもの成長に合わせた正しいくつ選びに

取り組んでおられ、資料提供があった。


